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惨宣告重量

とめ男なおお〈先送費〉

書房実用 T人 l，i刃orぞく付総代〉

惨事しiみlb 問い合わt主 守?会

ヨ 議 : ヌ

T-Eヨ善寺
惨殺長持

惨ゲスト

》人1お辞託料

診 Z在住芸'問い合わtき

験重量翼語

修会場

惨出話芸毒機 1在宅受注i

r三重正

~í宅E滋見事爵 日本E監

と3れも?むをき~尽;号)

惨とおお話総 出00容I 1人 l点
九

bお苦古手続き 問い合わせ

パノウキ;こ波紋、千九

主孟雪

E主主主主主主剰資ヌE色 村長守¥

「コーーアつむじーコ弓ぷ μ 』ーム- '''''電 時ザ

1987. 8. 1 (6) 
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